
１年生の皆さんへ

秋田県立秋田中央高等学校　１年部

お知らせ

皆さん、元気に過ごしていますか。
連絡事項　並びに　休校中・春休みに取り組んでほしいことをまとめました。
よく読んで確認しながら、計画的に進めてください。

感染症予防について 

・今回行われている臨時休業は、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するための措置です。 

・このことを踏まえ、人の集まる場所等への外出を避け、基本的には自宅で過ごすようにと言われています。 

・新型コロナウイルス感染症だけではなく、その他の感染症、例えばインフルエンザＢ型も、現在流行中です。自

宅においても、引き続き、咳エチケットや手洗い等の感染症対策を行うようにしてください。 
 

基本的生活習慣について 

・毎日、自宅で過ごすこともとても辛いですよね。しかし、生活リズムが乱れると、自律神経が乱れ、心身の不調

につながります。また、一度乱れた生活リズムを元に戻すにも時間がかかってしまいます。 

・出来るだけ、起床・就寝の時間は変えず、一日の学習の時間割を立てて取り組み、ストレッチなどの適度な運動

も生活の中に取り入れながら、出来るだけリズムのある生活を過ごしてください。 

・スマートフォンなどのメディアとの接触時間も、多くなりすぎると、メディア依存症につながります。使用する場合

には時間を決めて、使用するようにしましょう。 

教科書の購入について 

 販売日時：3月22日～24日 午前10時～午後5時 

 販売場所：山二ビル（秋田市中通2-2-32） ２階 特設会場  TEL ０７０－４３００－５０３３ 
 

※配付済みのプリントの記載事項をよく確認し、地歴、理科の選択科目に○をつけて持参してください。 

＜進路指導全般についての連絡＞ 

・３月に実施予定だった「スタディーサポート」テストは、４月に改めて行う予定です。配付済みの「事前活用Book」

問題集に春休み中に取り組み、新学期当初のＨＲで新クラス担任に提出してください。 
 

・ポートフォリオの１年生時の分を各自完成させてください。特に英検に合格した場合は、何回目の試験で何級を

取得したか、記入してください。また、学校祭の時にアメリカからの学生を案内した人は「ボランティア」活動になり

ますので、その項目に詳しく記載してください。 
 

・１ヶ月分の学習の有無は、かなり大きな差になります。自分のペースでじっくり力をつけることのできる思いがけ

ない期間と前向きに捉え、各自真剣に学習に取り組みましょう。毎日の学習開始時間を決めることが、習慣化の

コツです。 
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教科 連絡事項

国語

提出するもの　【現代文】　『デザインの本意』論理マップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　〃　　　　筆者の主張（400字詰め原稿用紙１枚）
  　　　　　　　　　　　　　　 　『プログレス現代文』の残り全て　☞課題テスト範囲は19 20 21 22
　　　　 　　　　　【古　典】　古文・漢文裏表、計２枚
                                   　（課題は 『ニューグレード古典』の残り全て☞課題テスト範囲は13 14 27 28）
　※国語科通信をよく読んで、丁寧に課題に取り組みましょう。
　※『枕草子』「中納言参り給ひて」は、２年古文最初の教材として「敬語」を中心に扱います。
　　　本文分析、ノートづくりを徹底し、スタートから乗り遅れることのないようにしましょう。
　※１年次の総復習として、自己の課題や苦手分野に取り組むことも忘れずに！
　　　１年間の模試を見直すのも有効な復習となります。

数学

【課題テストの範囲】　　「春休み課題」＋数学Ⅰの２次関数・三角比と数学Aの確率。

【取り組んでほしいこと】　　既習事項の復習。特に数学の３冊の教科書の各節の問題(数学Ⅰでは
P21,P32,P44など)を解きましょう。できなかったら青色▶を参考に勉強しよう。基本事項が十分な場合は章末
問題AやBを解きましょう。数Aの未修部分は、各自で対応してください。数Ⅱ、Bは予習を進めてください。
インターネットでセンター試験や入試の問題を入手して解いてみよう。

【課題】　　4プロA5問、4プロⅡ15問、レジェンドA８問、レジェンド26問。約38ページ。プリント参照。

《課題範囲訂正》　NEW ACTION LEGEND Ⅱ＋B　図形と方程式　練習３３２ → 練習３２
《課題技術》　75　平行四辺形の個数の違い注意。　８４　束（そく）と呼ぶ考え方。

英語

・躍進英語のワークブック（緑）の関係詞・仮定法・接続詞のところ（pp.32（再）～pp.45）を「クラウン総合
英語」を参照しながら解き、解答を見てよく復習しましょう。

・「Winstep 英語１vol.2」　を、解答を参照しながらしっかり解きましょう。英文を読む量が明らかに不足
しているので、特に読解問題には丁寧に取り組んでください。

・４月の課題テストは上記の２つを範囲として出題します。英語は少しずつでも毎日取り組まないとどんどん
力が落ちてしまいます。上記の学習が一通り終わったら、模試の復習、音単の復習、リスニングなど、自分
の課題と思う分野を積極的に補強しよう。

理科

物理基礎：配布済みのプリントに取り組んでおいてください。
化学：標準セミナーpp.71～91の基本例題、基本問題、標準例題、標準問題、pp.98～101実践問題に取り
組むこと。ノートに解き、丸付けをして新教科担任へ提出すること。課題テストの範囲とします。テストは、課
題から75％以上出題します。
生物基礎(全員)：課題テスト範囲は、配布した2枚のプリント（「生態系とその保全」の基礎的な内容です。
まずは教科書を使って自分で学習してみてください）と、リードαのp.85-90（第4章）とします（なお「生態系と
その保全」のやり残し部分は、2年生の最初の授業で取り上げます）。
地学基礎：教科書第１部を読んでおきましょう。

地歴
・公民

文系：『現代社会ワークノート』…全頁（授業で取り上げなかったところも含めてすべて記入。ワークノートに
記入せずノートに記入している生徒はノートへの記入可）。２年最初の地歴B科目の授業時に提出してくだ
さい。
理系：課題なし。
課題テスト（４月）：文系、理系ともに実施しません。

SSH

新年度に課題研究の班編制を行います。
春休み期間中に、テーマを２，３種類考えてみましょう。
身の回りの出来事に疑問を持って生活してみてください。
課題研究メソッド（表紙が緑色の本）に研究の手法が載っています。目を通してみましょう。
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